

































































































































































































































































































































































































































































































































































































                                                   
1 日露戦争期の吉野に関する専論としては、平野敬和「日露戦争期の吉野作造」（『日本学報』第 18 号、
1999 年 3 月）、岩本典隆「若き吉野作造のナショナリズム─擬制的な国民主権論としての自立─連
帯的ナショナリズムの要求」（『政経論叢』第 68 巻第 2・3 号、1999 年 12 月）が挙げられる。 
2 飯田泰三「ナショナル・デモクラットと「社会の発見」」（同『批判精神の航跡─近代日本精神史の一




露戦争から第一次世界大戦までの対応」（『東洋哲学研究所紀要』第 25 号、2009 年）など。 
3 三谷太一郎『大正デモクラシー論─吉野作造の時代』（東京大学出版会、1995 年）43 頁、同『近代日
本の戦争と政治』（岩波書店、2010 年、初出 1997 年）23～24 頁。 
4 三谷太一郎『大正デモクラシー論─吉野作造の時代とその後』（中央公論社、1974 年）291 頁、三谷
前掲『大正デモクラシー論─吉野作造の時代』337 頁。 
5 福沢諭吉「日清の戦争は文野の戦争なり」（『時事新報』1894 年 7 月 29 日付）、『福沢諭吉全集』第 14
巻（岩波書店、1961 年所収）。なお、日本外交の基調が「文明国標準」であったことについては、酒
井一臣『近代日本外交とアジア太平洋秩序』（昭和堂、2009 年）を参照。 
6 大隈重信「日露戦争に就て」（『太陽』第 10 巻第 4 号、1904 年 3 月）、加藤弘之「日露の運命」（『太陽』
第 10 巻第 5 号、1904 年 4 月）など。 
7 吉野作造「露国の敗北は世界平和の基也」（『新人』第 5 巻第 3 号、1904 年 3 月）、『吉野作造選集』5
（岩波書店、1995 年所収）9 頁。以下、『吉野作造選集』全 15 巻＋別巻（岩波書店、1995〜1997 年）
からの引用は、『選集』と略記し、巻数と引用頁数のみを記す。 
8 同上、10 頁。 
9 吉野作造「露国貴族の運命」（『新人』第 6 巻第 5 号、1905 年 5 月）、『選集』5 所収、14 頁。 
10 吉野作造「露国に於ける主民的勢力の近状」（『新人』第 6 巻第 5 号、1905 年 5 月）、同上所収、13 頁。 
11 吉野前掲「露国の敗北は世界平和の基也」10 頁。 
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12 吉野前掲「露国貴族の運命」14 頁。 
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19 同上、34 頁。 
20 吉野作造「本邦立憲政治の現状」（『新人』第 6 巻第 1・2 号、1905 年 1・2 月）、『選集』1 所収。 
21 吉野の二大政党制構想とその射程については、小関素明『日本近代主権と立憲政体構想』（日本評論社、
2014 年）が詳しい。 
22 吉野作造「政党進化論」（『新人』第 5 巻第 4 号、1904 年 4 月）。 
23 吉野前掲「本邦立憲政治の現状」10 頁。 
24 同上、10 頁。 
25 同上、9 頁。 
26 吉野作造「選挙方法改正の議」（『新人』第 5 巻第 12 号、1904 年 12 月）35 頁。 
27 吉野作造「政進両党の新連鎖」（『新人』第 5 巻第 10 号、1904 年 10 月）35 頁。 
28 吉野前掲「本邦立憲政治の現状」4～6 頁。 
29 清水前掲「〈解説〉吉野作造の政治学と国家観」388 頁。 
30 吉野前掲「本邦立憲政治の現状」4 頁。 
31 吉野作造「大に黄禍論の起れかし」（『新人』第 5 巻第 11 号、1904 年 11 月）39 頁。 
32 吉野作造「豪洲人の日露戦争観を読みて」（『新人』第 5 巻第 10 号、1904 年 10 月）33～34 頁。 
33 吉野作造「日露戦争と世界政治」（『新人』第 5 巻第 8 号、1904 年 8 月）31 頁。 
34 吉野前掲「豪洲人の日露戦争観を読みて」34 頁。 
35 吉野前掲「日露戦争と世界政治」32 頁。 
36 吉野前掲「豪洲人の日露戦争観を読みて」34 頁。 
37 1930 年代、最晩年の吉野は、「東洋モンロー主義」の理念を掲げてゆくが、その点については、拙稿
「「国際民主主義」から「東洋モンロー主義」へ─吉野作造の国際政治思想」（『ヒストリア』第 220
号、2010 年 6 月）を参照されたい。 
38 吉野前掲「日露戦争と世界政治」32 頁。 
39 吉野前掲「大に黄禍論の起れかし」39 頁。 
40 吉野前掲「豪洲人の日露戦争観を読みて」34 頁。 
41 吉野作造「日本文明の研究」（『国家学会雑誌』第 19 巻第 7 号、1905 年 7 月）131 頁。 
42 吉野作造「日本民族の精神的自覚」（『新人』第 6 巻第 7 号、1905 年 7 月）53 頁。 
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44 同上、131 頁。 
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46 同上、53 頁。 
47 吉野前掲「日本文明の研究」132～133 頁。 
48 吉野前掲「日本民族の精神的自覚」54 頁。 
49 吉野作造「「国家威力」と「主権」との観念に就て」（『国家学会雑誌』第 19 巻第 4 号、1905 年 4 月）、
『選集』1 所収、95 頁。 
50 松本三之介「「民本主義」の構造と機能─吉野作造を中心として」（同『近代日本の政治と人間─そ
の思想史的考察』、創文社、1966 年、初出 1957 年）。 
51 吉野前掲「「国家威力」と「主権」との観念に就て」96 頁。 
52 吉野作造「権力万能主義の謬妄」（『新人』第 6 巻第 4 号、1905 年 4 月）51 頁。 
53 吉野前掲「「国家威力」と「主権」との観念に就て」94 頁。 
54 同上、94 頁。 
55 吉野作造「国家魂とは何ぞや」（『新人』第 6 巻第 2 号、1905 年 2 月）、『選集』1 所収、79 頁。 
56 同上、79 頁。 
57 「個人」をめぐる日本近代の思想史的記述については、住友陽文『皇国日本のデモクラシー─個人創
造の思想史』（有志舍、2011 年）が参考になる。本稿はまた、住友「国体と近代国家─吉野作造によ
る〈主権者と臣民との関係〉認識から」（『人文学の正午』第 4 号、2013 年 1 月）に示唆を得ている。 
58 吉野作造『ヘーゲルの法律哲学の基礎』（法理研究会出版、1905 年）、『選集』1 所収、73 頁。 
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64 吉野作造「民本主義の意義を説いて再び憲政有終の美を済すの途を論ず」（『中央公論』1918 年 1 月号）、






66 吉野作造「国家的精神とは何ぞや」（『中央公論』1920 年 3 月号）、『選集』1 所収。 
67 この論点については、有馬学「「大正デモクラシー」論の現在─民主化・社会化・国民化」（『日本歴
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69 拙稿「「政治」をめぐる闘争─「民主主義＝永久革命」と吉野作造」（『吉野作造研究』第 10 号、2014
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